
(集計）

都道府県（指定都市）名：

30年度までに設置済み：24 令和元年度に設置・設置予定：12 令和2年度に設置予定：3（大東市、河南町、千早赤阪村） 未定：4（守口市、藤井寺市、島本町、太子町）
（下線市町村は設置済み10市町、設置予定2市）

医師会
看護系
団体

福祉
事務所

保健所・保
健センター

児童
相談所

教育
委員会

学校 医療機関
訪問看護
（事務所）

社会福祉
協議会

当事者
団体等

相談支援
事業所

障害児通所支
援事業所

その他の障害
福祉サービス
事業所等

その他
※３

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 富田林市
富田林市障がい者地域自立支援
協議会

③障害福祉部門 平成29年度
自立支援協議会を活用
既存の協議会を活用

市区町村 1

その他
（詳細）※３ 市子ども未来室

【都道府県・指定都市記入用シート】

地域における医療的ケア児の支援に関する状況等調べ（令和元年12月1日時点）

都道府県とりまとめ用（市区町村記載分）

１．協議の場の設置状況

市区町村名
※１

協議の場の名称 事務局担当部局
圏域の場合は
対象市区町村名

年間の
開催回数
（予定含む）

設置年度
（予定も含む）

※２

実施方法
（例：新規単独、既存の○○会議を活用等）

対象地域

大阪府

構成員
（人数）

構成団体

③障害福祉部門 平成30年度
自立支援協議会を活用
既存の「高槻市自立支援協議会子どもワーキング」を活用

市区町村 3 17

その他
（詳細）※３

高槻市
医療的ケア児支援のための関係
機関の協議の場

その他
（詳細）※３

20

その他
（詳細）※３  保健推進課・公立幼稚園・民間保育園・小学校・中学校支援教育コーディネーター代表

その他
（詳細）※３ 障害者基幹相談支援センター、公立保育所・幼稚園

12

その他
（詳細）※３

門真市 児童専門会議
⑥その他

（子ども発達支援センター）
平成29年度

自立支援協議会を活用
既存の障害者自立支援協議会の児童部会を活用

市区町村 6 26

23

7

13

15 泉佐野市
泉佐野市要保護児童対策地域協
議会障害児支援部会

④保育部門 平成29年度
要保護児童対策地域協議会を活用
既存の要保護児童対策地域協議会障害児支援部会を活
用

市区町村 3

17

その他
（詳細）※３

10 河内長野市
河内長野市障がい者地域自立支
援協議会 子ども部会

③障害福祉部門 平成29年度
自立支援協議会を活用
既存の河内長野市障がい者地域自立支援協議会を活用

市区町村 5 22

その他
（詳細）※３ 市関係課・保育園・幼稚園・民生委員児童委員協議会・学識経験者

9 寝屋川市 医療的ケア児支援検討会 ③障害福祉部門 平成30年度
自立支援協議会を活用
自立支援協議会の障害児部会の専門部会として設置。

市区町村 1

11

その他
（詳細）※３

12 柏原市
柏原市障害者自立支援協議会
「こども部会」

③障害福祉部門 平成28年度
自立支援協議会を活用
既存の自立支援協議会専門部会を活用

市区町村 4 20

その他
（詳細）※３ 支援学校

11 松原市

松原市地域自立支援協議会
障害児部会
医療的ケア児支援のための連携
システムの構築について

⑥その他

（子ども未来室）
平成30年度

自立支援協議会を活用
既存の松原市地域自立支援協議会・障害児部会を活用

市区町村 1

14 摂津市 障害児相談連絡会 ⑤教育部門 平成30年度
自立支援協議会を活用
既存の障害児相談連絡会を活用

市区町村 2

16 泉南市
泉南市
子どもを守る地域ネットワーク
(要保護児童対策地域協議会)

④保育部門 平成29年度
要保護児童対策地域協議会を活用
既存の泉南市子どもを守る地域ネットワーク
発達支援部会実務者会議  を活用

市区町村 3

15人
（今後変更
あり） その他

（詳細）※３

4 高石市
泉大津市・和泉市・高石市・忠岡
町「医療的ケア児支援のための
関係機関の協議の場」

③障害福祉部門 平成30年度
新規
今後は、和泉保健所が開催する「小児在宅医療・地域連携
システム会議」と協同運営を行う予定。

圏域

泉大津市
和泉市
高石市
忠岡町

2
15人

（今後変更
あり） その他

（詳細）※３

3 泉大津市
泉大津市・和泉市・高石市・忠岡
町「医療的ケア児支援のための
関係機関の協議の場」

③障害福祉部門 平成30年度
新規
今後は、和泉保健所が開催する「小児在宅医療・地域連携
システム会議」と協同運営を行う予定。

圏域

泉大津市
和泉市
高石市
忠岡町

2

9

その他
（詳細）※３ 子ども政策課

6 忠岡町

泉大津市・和泉市・高石市・忠岡
町
「医療的ケア児支援のための関
係機関の協議の場」

③障害福祉部門 平成30年度
新規
今後は、和泉保健所が開催する「小児在宅医療・地域連携
システム会議」とｊ協同運営を行う予定。

圏域

泉大津市
和泉市
高石市
忠岡町

2
15人

（今後変更
あり） その他

（詳細）※３

5 四條畷市
医療依存度の高い重症心身障害
児者等に関する会議

③障害福祉部門 平成30年度 新規 市区町村 4

14

その他
（詳細）※３ 大阪医療ソーシャルワーカー協会、大阪市私立保育連盟、学識経験者

2 堺市 堺市医療的ケア児等支援懇話会 ③障害福祉部門 平成30年度 新規単独 市区町村 1 11

その他
（詳細）※３  府立支援学校、総合相談情報センター（障害者基幹相談支援センターの統括）、医療型障害児入所施設 ※行政機関は事務局として参加

1 大阪市
大阪市医療的ケア児の支援に関
する検討会議

③障害福祉部門 平成30年度 新規単独 圏域 大阪市 2

資料 3
選択肢

①在宅医療部門

②保健・衛生部門

③障害福祉部門

④保育部門

⑤教育部門

⑥その他



医師会
看護系
団体

福祉
事務所

保健所・保
健センター

児童
相談所

教育
委員会

学校 医療機関
訪問看護
（事務所）

社会福祉
協議会

当事者
団体等

相談支援
事業所

障害児通所支
援事業所

その他の障害
福祉サービス
事業所等

その他
※３

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ （○） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市区町村名
※１

協議の場の名称 事務局担当部局
設置年度
（予定も含む）

※２

実施方法
（例：新規単独、既存の○○会議を活用等）

対象地域
圏域の場合は
対象市区町村名

年間の
開催回数
（予定含む）

市区町村 2 20交野市 自立支援協議会定例会 ③障害福祉部門 令和元年度
自立支援協議会を活用
既存自立支援協議定例会を活用27

早期療育事業推進会議 ④保育部門 令和元年度

令和元年度 1

自立支援協議会を活用
既存の会議を活用

市区町村 1

12

その他
（詳細）※３ 庁内関係課（障がい福祉課）、幼稚園、保育園

池田市 未定 ③障害福祉部門 令和元年度中
自立支援協議会を活用
既存の地域自立支援協議会を活用

市区町村 2回予定 未定

その他
（詳細）※３

岸和田市

45機関

その他
（詳細）※３ 保健所、歯科医師会、薬剤師会、健康推進課、危機管理課、消防本部

45機関

その他
（詳細）※３

45機関

その他
（詳細）※３

田尻町
泉佐野保健所管内小児在宅医療
ケア連絡会

③障害福祉部門 45機関

小児在宅医療地域連携連絡会議 ③障害福祉部門 平成30年度
保健所の「小児在宅医療地域連携連絡会」等を活用
岸和田保健所の「小児在宅医療地域連携連絡会議」を活
用

圏域 岸和田市、貝塚市 1 35機関

岸和田市、貝塚市 2 35機関小児在宅医療地域連携連絡会議
⑥その他

（子育て支援課）

その他
（詳細）※３ こども課

その他
（詳細）※３ 保健所、歯科医師会、薬剤師会、健康推進課、危機管理課、消防本部

圏域

阪南市
熊取町
田尻町
岬町

2

その他
（詳細）※３ 【行政】 子育て支援課（障害児福祉担当部局）、保健医療課（母子保健担当部局）、保育幼稚園総務課（保育・幼児教育担当部局）等

和泉市
和泉市児童発達支援ネットワー
ク会議

⑥その他

（子ども未来室）
平成30年度

既存の会議を活用
既存の「和泉市児童発達支援ネットワーク会議」を活用

市区町村 2～3回

構成員
（人数）

構成団体

19

20

17

21

23

阪南市
泉佐野保健所管内小児在宅ケア
連絡会

⑥その他

（子育て総合支援センター）
平成30年度

保健所の「小児在宅医療地域連携連絡会」等を活用
既存の泉佐野保健所管内小児在宅医療ケア連絡会を活
用

圏域

阪南市
熊取町
田尻町
岬町

2

貝塚市 平成30年度
保健所の「小児在宅医療地域連携連絡会」等を活用
岸和田保健所の「小児在宅医療地域連携連絡会議」を活
用

圏域

28 大阪狭山市
医療的ケア児者に対応した地域
包括ケアシステム検討ワーキン
グ

その他
（詳細）※３  市民（当事者の保護者）・人権と暮らしの相談課

15

その他
（詳細）※３ 子育て支援担当課・CSW連絡会

22 熊取町
泉佐野保健所管内小児在宅医療
ケア連絡会

③障害福祉部門 平成30年度
保健所の「小児在宅医療地域連携連絡会」等を活用
既存の泉佐野保健所管内小児在宅医療ケア連絡会を活
用

圏域

阪南市
熊取町
田尻町
岬町

2

その他
（詳細）※３ 歯科医師会、薬剤師会。なお、福祉事務所については、対象地域の3町では設置しておりませんが、阪南市において設置しているため、構成団体に該当するものとして報告しております。

その他
（詳細）※３ 小児高度医療専門医療機関、地域かかりつけ医療機関、歯科医師会、薬剤師会

26 茨木市

平成30年度
保健所の「小児在宅医療地域連携連絡会」等を活用
既存の泉佐野保健所管内小児在宅医療ケア連絡会を活
用

6 17

29 箕面市

既存の会議を活用 市区町村

自立支援協議会

支援連携協議会

18 羽曳野市
重症心身障害児者及び医療的ケ
アが必要な障害児者ネットワーク
会議

③障害福祉部門 平成30年度
既存の会議を活用
既存の重症心身障害者会議を改組

市区町村 2

24 岬町
泉佐野保健所管内小児在宅医療
ケア連絡会

⑥その他

（子育て支援課）
平成30年度

保健所の「小児在宅医療地域連携連絡会」等を活用
既存の泉佐野保健所管内小児在宅医療ケア連絡会を活
用

圏域

阪南市
熊取町
田尻町
岬町

2

25

7機関

その他
（詳細）※３

16機関

その他
（詳細）※３

14機関

その他
（詳細）※３  就業・生活支援センター、民生委員・児童委員協議会

③障害福祉部門 令和元年度

自立支援協議会を活用
地域自立支援協議会の中に、課題解決のためのプロジェクト
チームとして発足。課題が解決し次第解散する予定。当事者ら
にアンケート調査を行い実態を把握した。大阪府内の市町村に
実施している事業等についてアンケート調査を実施した。これら
を元に、今後の取り組みについて検討。

市区町村
6回程度

（2ヶ月に1度開
催予定）

既存の会議を活用 市区町村

③障害福祉部門 令和元年度

1

⑤教育部門

茨木市障害者地域自立支援協議
会
子ども支援プロジェクトチーム

③障害福祉部門
令和元年度（医ケア児協議開始）

（プロジェクトチーム自体は平成29年度）

自立支援協議会を活用
既存の茨木市障害者地域自立支援協議会
子ども支援プロジェクトチームを活用

市区町村



医師会
看護系
団体

福祉
事務所

保健所・保
健センター

児童
相談所

教育
委員会

学校 医療機関
訪問看護
（事務所）

社会福祉
協議会

当事者
団体等

相談支援
事業所

障害児通所支
援事業所

その他の障害
福祉サービス
事業所等

その他
※３

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

対象地域
圏域の場合は
対象市区町村名

年間の
開催回数
（予定含む）

構成員
（人数）

構成団体

令和2年度(予定)

自立支援協議会を活用
大東市障害者総合支援協議会内の相談支援ネットワーク
事例検討会（年6回開催）の1回開催分を医療的ケア児協
議の場として実施する。【予定】

市区町村 1回【予定】
30～40人
【予定】

その他
（詳細）※３

市区町村

その他
（詳細）※３ 地域自立支援協議会の座長、副座長

12

その他
（詳細）※３ 民生委員児童委員、消防署、人権擁護委員、警察

15人程度

その他
（詳細）※３

その他
（詳細）※３ 保育

1～2回

14

その他
（詳細）※３ 豊中市障害者基幹相談支援センター、障害福祉課（障害福祉サービス担当）、こども事業課（園所加配担当）、こども相談課（児童発達支援センター）

市区町村名
※１

協議の場の名称 事務局担当部局
設置年度
（予定も含む）

※２

実施方法
（例：新規単独、既存の○○会議を活用等）

枚方市
枚方市医療的ケア児等支援連絡
会議

③障害福祉部門 令和元年度 新規

豊中市

30

35

36

3回程度(予定)
10人程度(予
定)

41

40

吹田市域療育等関係機関連絡会
⑥その他

（こども発達支援センター）
令和元年度

既存の会議を活用
既存の左記連絡会に作業部会を設置する

新規 市区町村 八尾市全域

39

31

34

市区町村

32

令和2年度(予定)
自立支援協議会を活用
既存の障がい者地域自立支援協議会を活用

圏域
河南町
太子町
千早赤阪村

37 大東市

大東市障害者総合支援協議会
相談支援ネットワーク事例検討
会
（医療的ケア児協議の場）
【仮称】

③障害福祉部門

八尾市
八尾市医療的ケア児支援のため
の地域連絡会議（案）

③障害福祉部門 令和元年度（予定）

その他
（詳細）※３ 協議会構成員には医師会、医療機関、教育委員会、訪問看護関係者が含まれていないため、そうした関係者も含め参加を求める予定。参加方法は現時点では不明(協議会構成員orオブザーバー等)。

河南町
障がい者地域自立支援協議会
児童部会(予定)

③障害福祉部門 令和2年度(予定)
自立支援協議会を活用
既存の障がい者地域自立支援協議会を活用

18

2～3回（予定）

要保護児童対策地域協議会を活用
既存の障害児支援部会

随時

16

その他
（詳細）※３

16機関

その他
（詳細）※３

3回程度(予定)

その他
（詳細）※３

島本町 未設置 未定

その他
（詳細）※３

太子町 未設置 未定 検討中

未定

その他
（詳細）※３

その他
（詳細）※３

未定

令和元年度

10人程度(予
定)

その他
（詳細）※３ 協議会構成員には医師会、医療機関、教育委員会、訪問看護関係者が含まれていないため、そうした関係者も含め参加を求める予定。参加方法は現時点では不明(協議会構成員orオブザーバー等)。

43

年１回以上

新規 市区町村

42

藤井寺市 未設置

守口市 未設置

東大阪市 東大阪市医療的ケア児支援会議
⑥その他

（子ども見守り課）

障がい者地域自立支援協議会
児童部会(予定)

③障害福祉部門

38

千早赤阪村 圏域
河南町
太子町
千早赤阪村

3

33

自立支援協議会を活用
既存の地域自立支援協議会の専門部会

市区町村 随時開催能勢町 医療的ケア児専門部会 ③障害福祉部門 令和元年度

豊能町
豊能町要保護児童対策地域協議
会

⑤教育部門 令和元年度

2回（予定）

吹田市

新規 市区町村
豊中市
医療的ケア児支援連絡会議

⑥その他

（こども相談課）
令和元年度

市区町村


